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議
会
だ
よ
り

令
和
３
年
5月
１
日
発
行

今回の定例会

今日も仲良く作品づくり

うまいこといっきょる！

見て見て！できたよ！

公民館運営って大変

五穀豊穣を願って！

　
昨
年
１
月
か
ら
お
勤
め
の
、

小
亀
正
邦
館
長
に
お
聞
き
し
ま

し
た
。 

子
ど
も
た
ち
を
公
民
館
に

引
っ
張
り
出
し
た
い
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
館
行
事
が
ほ
と

ん
ど
中
止
と
な
り
、陶
芸
、ピ
ア

ノ
、手
芸
な
ど
12
同
好
会
の
活

動
の
場
と
健
康
器
具
の
利
用
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。悩
み
は
、

町
内
の
中
で
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
域
だ
が
、若
い
人
や
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
少
な
い
こ

と
だ
。「
ふ
る
さ
と
探
検
」の
よ
う

な
も
の
は
？
学
校
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
何
と
か
家
か
ら

引
っ
張
り
出
し
た
い
、と
地
域
で

の
子
育
て
を
思
案
中
。 

今
日
は
弁
当
持
参
で

ま
る
一
日
陶
芸
で
す
　

　
30
年
余
り
の
歴
史
を
誇
る
陶

芸
同
好
会
、
お
皿
、
置
物
な
ど

を
自
由
に
作
成
。「
今
日
は
家

の
こ
と
忘
れ
て
一
日
中
、
陶
芸

で
す
」
と
童
心
に
帰
っ
た
よ
う

な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
平
成
27
年
か
ら
館
長
を
さ
れ

て
い
る
大
北
る
り
子
さ
ん
に
お

聞
き
ま
し
た
。 

　

多
彩
な
利
用
者
　

　
年
間
５
，０
０
０
人
程
が
六
つ

の
団
体
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
川
山
や
笠
形
山
の
登

山
者
な
ど
が
立
ち
寄
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
月
２
回
に
開

催
さ
れ
る
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

議会からこんにちは　No.30

町内の公民館を紹介します。

長
炭
公
民
館

琴
南
公
民
館

地域の拠り所

室
」
は
館
長
自
身
も
参
加
す
る

ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
も

安
全
・
安
心
の
場
　

　
換
気
や
消
毒
作
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
使
用
後
の
ス
リ
ッ
パ

も
消
毒
す
る
な
ど
感
染
対
策
は

徹
底
さ
れ
、
利
用
者
へ
の
気
遣

い
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
大
北
館
長
は
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
た
い

と
熱
い
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
が
め   

ま
さ
く
に

まんテンちゃん

※

休
館
日
／
毎
週
月
曜
・
祝
日

※

休
館
日
／
毎
週
月
曜
・
祝
日
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授業に役立つタブレット

一般会計の予算総額 118億1300万円
特別会計の予算総額 54億7600万円

満濃南こども園施設整備事業他を可決
■…新規事業　■…拡充事業　 予算額（概算）　　

令
和
３
年
３
月
定
例
会

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）、令
和

３
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）、ま
ん
の
う
町
農
業

委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
26
議
案
の
審
査
を
行

い
原
案
通
り
に
可
決
し
た
。　

　
今
年
度
も
学
校
教
育
の
充
実
、
次
世
代
育
成

支
援
、生
活
基
盤
の
整
備
、活
力
創
造
と
改
革
を

目
指
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

開
催
期
間
　
３
月
２
日
〜
３
月
19
日
（
18
日
間
）

開
催
期
間
　
１
月
12
日

　
小
中
学
校
に
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

購
入
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
が
で
き
る

環
境
整
備
事
業
の
契
約
を
議
決
し
た
。

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
小
中

学
校
の
子
ど
も
一
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
を
行
う
た
め
に
、

機
器
の
調
達
、
環
境
整
備
の
業
務
委

託
契
約
を
可
決
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】  

　

業
務
委
託
契
約
の
締
結

　
令
和
２
年
度
町
立
学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
業
務

〈
契
約
の
方
法
〉

　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
㈱
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
イ
ン
関
西
支
店

　
　
　
支
店
長
　
鈴
木
　
　
淳

〈
契
約
金
額
〉

　
金
７
５
７
９
万
円

【
議
案
第
２
号
】 

物
品
購
入
契
約
の
締
結 

　
令
和
２
年
度
町
立
学
校
情
報
機
器

整
備
業
務

〈
契
約
の
方
法
〉

　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
㈱
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
イ
ン
関
西
支
店

　
　
　
支
店
長
　
鈴
木
　
　
淳

〈
契
約
金
額
〉

　
金
９
５
１
５
万
円

●
令
和
３
年

第
１
回
臨
時
会
　 

【
即
決
案
件
】

有害鳥獣被害
対策事業

1352万円

地域を支える
集落営農加速化事業

2135万円

満濃南こども園施設整備事業

10億1445万円

琴南小学校大規模改修事業 ワクチン接種対策事業

9000万円1億400万円

令和３年度

  重点事業開始!!
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論

新しくなった高篠公民館

【
議
案
第
22
号
】 

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
き
認
定

農
業
者
等
が
委
員
の
過
半
数
を

占
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合

の
同
意
　

　
農
業
委
員
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
２
条
第
２
号
の
条
件
を
適
用

す
る
べ
く
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

（※

関
連
記
事
↓
12
頁
）

【
議
案
第
23
号
】 

農
業
任
命
の
同
意 

　

　
令
和
３
年
７
月
19
日
に
任
期
満
了

と
な
る
19
名
の
農
業
委
員
を
新
た
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

●
令
和
３
年

３
月
定
例
会
　 

【
即
決
案
件
】

【
報
告
第
１
号
及
び
第
２
号
】 

専
決
処
分
の
報
告（
預
か
り
保
育

利
用
料
金
滞
納
の
請
求
事
件
）　

　
預
か
り
保
育
料（
１
万
１
４
０
０
円
）

の
滞
納
者
に
対
し
督
促
等
再
三
の
納

付
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
履
行

が
な
い
た
め
、
令
和
３
年
１
月
28
日

支
払
督
促
の
申
立
て
を
裁
判
所
に

行
っ
た
。

【
議
案
第
６
号
】 

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正 

　
高
篠
公
民
館
が
高
篠
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
に
新
築
移
転
す
る
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
で
規
定
し
て
い

る
高
篠
公
民
館
の
位
置
を
、「
ま
ん
の

う
町
東
高
篠
２
８
８
番
地
４
」
か
ら

「
ま
ん
の
う
町
東
高
篠
93
番
地
１
」に

変
更
し
た
。

【
議
案
第
７
号
】 

高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例

の
廃
止 
　

　
高
篠
公
民
館
を
新
築
し
た
た
め
。

○
炭
所
東
　
三
原
　
俊
雄
　
氏

○
炭
所
西
　
西
村
登
志
子
　
氏（
新
）

○
炭
所
西
　
黒
木
　
輝
美
　
氏（
新
）

○
長
尾
　
　
鈴
木
多
計
士
　
氏

○
吉
野
　
　
藤
井
　
清
　
　
氏

○
吉
野
　
　
高
橋
　
豊
文
　
氏（
新
）

○
岸
上
　
　
松
浦
　
功
　
　
氏（
新
）

○
四
條
　
　
栗
田
　
美
博
　
氏（
新
）

○
吉
野
下
　
中
浦
　
優
　
　
氏

○
東
高
篠
　
近
藤
　
茂
義
　
氏

○
公
文
　
　
赤
股
　
誠
司
　
氏（
新
）

○
造
田
　
　
雨
霧
　
弘
　
　
氏（
新
）

○
中
通
　
　
山
口
　
靖
永
　
氏

○
勝
浦
　
　
西
岡
登
士
男
　
氏（
新
）

○
七
箇
　
　
林
　
　
一
典
　
氏

○
七
箇
　
　
鈴
木
　
勉
　
　
氏（
新
）

○
帆
山
　
　
岩
倉
　
節
夫
　
氏

○
追
上
　
　
臼
杵
　
慶
幸
　
氏（
新
）

○
佐
文
　
　
白
川
　
清
茂
　
氏

【
議
案
第
25
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

　

　
令
和
２
年
度
指
定
避
難
場
所
（
仲

南
小
・
満
濃
南
小
・
四
条
小
）
体
育

館
空
調
設
備
工
事

〈
契
約
の
方
法
〉

　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
㈱
四
電
工
　
中
讃
西
営
業
所

　
　
　
所
長
　
山
地
　
周
作

〈
契
約
金
額
〉金
１
億
１
８
８
０
万
円

【
議
案
第
24
号
】 

教
育
委
員
任
命
の
同
意 

　

○
七
箇
　
　
青
野
　
公
子
　
氏（
再
）

ア
オ
ノ  

　
　キ
ミ
コ

【
付
託
案
件
】

　
各
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
案

件
に
つ
い
て
執
行
部
に
必
要
書
類

の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
議
案
第
26
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

　

　
令
和
２
年
度
指
定
避
難
所
（
琴
南

小
・
長
炭
小
・
高
篠
小
）
体
育
館
空

調
設
備
工
事

〈
契
約
の
方
法
〉

　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
年
間

６
０
０
０
円
の
負
担
増
に
な
り

ま
す
。も
と
も
と
「
保
険
あ
っ
て

介
護
な
し
」の
危
険
性
を
持
っ
て

い
た
介
護
保
険
は
、
社
会
保
障
費

削
減
の
た
め
の
改
悪
が
繰
り
返
さ

れ
る
な
か
で
、『
年
金
天
引
き
』
で

保
険
料
を
容
赦
な
く
取
り
立
て
る

一
方
、サ
ー
ビ
ス
は
な
る
た
け
受
け

さ
せ
な
い
と
い
う
、「
や
ら
ず
ぶ
っ
た

く
り
」の
制
度
へ
変
質
し
ま
し
た
。

町
民
に
負
担
増
を
押
し
つ
け
る

こ
と
に
断
固
反
対
し
ま
す
。

【
議
案
第
11
号
】 

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
４
号
）  

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
９
９
３
万
９
千
円
を
減
額
し
、
歳

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
お
り
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
活
用

し
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。
安
定
的
な
介
護
保
険

制
度
の
維
持
運
営
の
た
め
で
あ

る
。
よ
っ
て
賛
成
と
し
ま
す
。

【
賛
成
】
竹
林
昌
秀
議
員

　

　
介
護
保
険
料
の
負
担
が
軽
い

の
は
、
住
民
に
等
し
く
恩
恵
が

あ
る
。
保
険
は
、
給
付
額
の
見

積
り
を
す
れ
ば
、
法
令
に
基
づ

い
て
方
程
式
で
算
定
さ
れ
る
。

論
議
す
べ
き
は
給
付
額
の
根
拠

で
あ
り
、
算
定
方
式
で
あ
る
。

よ
っ
て
賛
成
す
る
。

【
議
案
第
４
号
】 　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正  

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
３
ヵ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
計
画
期
間
中
に
要
す
る
事
業
費

等
の
見
込
み
に
基
づ
き
介
護
保
険
料

を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
保
険
料
基
準

額
を
月
額
６
５
０
０
円
と
し
、
第
７

期
の
介
護
保
険
料
と
の
比
較
で
は
、

月
額
５
０
０
円
の
増
と
な
る
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

負
担
増

　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
期
に
、
被

保
険
者
の
大
幅
な
負
担
増
と
な
る
根

拠
は
何
か
。

【
執
行
部
】
介
護
保
険
料
は
、
介
護

給
付
費
の
23
％
と
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
予
想
さ
れ
る
介
護

給
付
費
で
計
算
し
た
場
合
、
保
険
料

の
基
準
額
は
６
５
０
０
円
と
な
る
。

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
㈱
フ
ソ
ウ

　
代
表
取
締
役
社
長
　
野
村
　
充
伸

〈
契
約
金
額
〉　
　
金
９
４
６
０
万
円

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
23

億
１
３
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

出
産
一
時
金

　

　
出
産
育
児
一
時
金
の
減
額
の
原
因

は
、
出
生
児
数
が
想
定
よ
り
少
な

か
っ
た
事
に
よ
る
も
の
か
。

【
執
行
部
】
　国
保
の
被
保
険
者
の
み

が
対
象
で
あ
る
。当
初
予
算
は
、一
人

当
た
り
単
価
42
万
円
、
年
間
20
人
で

計
上
し
て
い
た
が
、
実
績
を
精
査
し

15
人
に
変
更
し
た
た
め
の
減
額
で
あ

る
。

【
議
案
第
12
号
】 

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
３
６
万

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
、そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
８
１
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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総
務
常
任
委
員
会

【
議
案
第
10
号
】 

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
案
）（
第
５
号
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
４
９
８

万
１
千
円
減
額
し
、
総
額
を
１
４
７

億
９
３
３
４
万
４
千
円
と
し
た
。

　
年
度
末
を
控
え
事
業
費
の
精
査
に

よ
り
、
多
く
の
費
目
で
減
額
し
た
。

　
建
設
経
済
常
任
員
会
、
教
育
民
生

常
任
委
員
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
部
分
を
事
前
に
審
査
し
執
行
部
の

説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務
常
任
委

員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。（
以
下
は
、

両
委
員
会
で
の
質
疑
を
含
む
）  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

《
建
設
経
済
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

満
濃
池
周
遊
道

　予
算
を
来
年
度
に
繰
越
す
が
、
い

つ
完
了
す
る
の
か
。

【
執
行
部
】
繰
越
す
る
部
分
は
、
既

存
の
町
道
長
谷
線
で
道
路
の
修
繕
、

支
障
木
の
枝
打
ち
、
案
内
看
板
の
設

置
な
ど
で
あ
る
。
全
工
事
を
12
月
末

に
完
了
す
る
予
定
。

【
委
員
】 

農
業
委
員
会

　農
業
委
員
報
酬
を
２
４
６
万
円
増

額
す
る
理
由
は
。

【
執
行
部
】
農
業
委
員
と
最
適
化
推

進
委
員
45
名
の
農
地
利
用
集
積
の
活

動
実
績
に
よ
る
上
乗
せ
分
で
あ
る
。

《
教
育
民
生
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

老
人
福
祉
費

　
そ
の
他
負
担
金
は
何
か
。

【
執
行
部
】 

や
す
ら
ぎ
荘
（
特
養
）、

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

琴
南
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
修
繕
費
で
あ
る
。

【
委
員
】 

手
洗
い
水
栓

　
こ
ど
も
園
、
小
学
校
の
ト
イ
レ
の

手
洗
い
水
栓
の
自
動
化
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

【
執
行
部
】 

こ
ど
も
園
１
３
３
カ
所
、

小
学
校
１
３
５
カ
所
、
全
部
で
２
６
８

カ
所
の
蛇
口
を
修
繕
す
る
。夏
休
み
に

工
事
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

《
総
務
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

競
艇
配
分
金

　
競
艇
事
業
組
合
配
分
金
が
２
３
９
０

万
円
も
増
額
さ
れ
た
理
由
は
。

【
執
行
部
】
家
に
い
な
が
ら
ネ
ッ
ト

【
議
案
第
17
号
】 

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算（
案
）   

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
０
万
円
で
、
対

前
年
度
２
１
３
０
万
円
の
増
、
7.6
％

増
で
あ
る
。  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

歳
出
増

　対
前
年
度
比
２
０
０
０
万
円
と
大

き
な
伸
び
の
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
一
昨
年
度
に
あ
っ
た
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
改
定
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
18
号
】 

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
27
億
２
５
５
０
万
円
で
対
前
年
度

５
３
８
０
万
円
の
増
、
２
％
増
で
あ

る
。 

【
議
案
第
21
号
】 

令
和
３
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
特
別
会
計
予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
４
０
９
０
万
円
で
、
対
前
年
度

９
５
０
万
円
の
減
、
18
・
８
％
減
で

あ
る
。

討

　

 

論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
自
粛
と
減
収
で
苦
し
む
町
民

に
、負
担
増
は
避
け
る
べ
き
。よ
っ

て
反
対
し
ま
す
。

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　

　
本
町
の
介
護
保
険
事
業
は
人
的

基
盤
の
整
備
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
、
介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り

施
策
の
推
進
や
充
実
に
向
け
て
努

力
し
て
い
る
。
予
算
は
前
年
度
を

十
分
精
査
し
た
上
で
的
確
に
編
成

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
賛
成
と
し
ま
す
。

【
議
案
第
16
号
】 

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算（
案
）  

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
億

９
３
５
０
万
円
と
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
対
前
年
度
１
億
８
１
５
０
万
円

の
減
、
８
％
減
。
直
営
診
療
施
設
勘

定
歯
科
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５
０
万

円
と
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
対
前
年

度
比
同
額
。
直
営
診
療
施
設
勘
定
内

科
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６
０
０
万
円
と

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
対
前
年
度
40

万
円
の
増
、
0.5
％
増
で
あ
る
。 

【
議
案
第
15
号
】 

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を

１
１
８
億
１
３
０
０
万
円
と
し
た
。

　
建
設
経
済
常
任
員
会
、
教
育
民
生

常
任
委
員
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
部
分
を
事
前
に
審
査
し
執
行
部
の

説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務
常
任
委

員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。（
以
下
は
、

両
委
員
会
で
の
質
疑
を
含
む
）  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

《
建
設
経
済
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

地
籍
調
査

　満
濃
地
区
の
地
籍
調
査
で
、
完
了

地
区
か
ら
成
果
を
固
定
資
産
税
に
反

映
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
時
期
で
は
。

【
執
行
部
】
当
初
は
調
査
完
了
区
ご

と
に
反
映
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
全
地
区
完

了
後
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
委
員
】 

商
品
券

　コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
対
策
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
を
１
割
か
ら
上
乗

せ
で
き
な
い
か
。
住
民
に
一
律
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

【
執
行
部
】
国
の
第
３
次
補
正
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
施
策
を
検
討
し
た

い
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

国
の
補
助

　

　
均
等
割
の
部
分
を
国
が
補
助
す
る

報
道
が
あ
っ
た
が
、
内
容
は
何
か
。

【
執
行
部
】
子
ど
も
の
均
等
割
部
分

の
５
割
を
未
就
学
児
に
限
っ
て
公
費

で
軽
減
す
る
よ
う
国
会
で
審
議
中
、

可
決
さ
れ
れ
ば
令
和
４
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
。

【
委
員
】 

傷
病
手
当
金

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
傷
病
手
当

金
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
執
行
部
】
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
り
、
療
養
の
た
め
会

社
を
休
み
、
事
業
主
か
ら
給
料
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
、
傷
病
手
当
金
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

農
業
を
さ
れ
て
い
る
事
業
主
が
コ
ロ

ナ
感
染
で
収
入
が
減
と
な
っ
て
も
対

象
外
で
あ
る
。 

で
舟
券
を
購
入
す
る
人
が
増
え
た
た

め
、
収
入
が
上
が
っ
て
い
る
。

【
委
員
】 

消
防
車
輛

　
消
防
車
輛
整
備
負
担
金
の
８
０
０

万
円
減
額
理
由
は
。

【
執
行
部
】
は
し
ご
車
の
入
札
が
不

調
に
な
っ
た
。

次回も期待される商品券

【
議
案
第
13
号
】 

令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）  

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
４
４
４
０
万
５
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

27
億
２
５
５
２
万
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
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【
議
案
第
２
号
】 

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て 

　
使
用
料
に
関
す
る
条
項
を
追
加

し
、
農
業
者
等
が
農
産
物
の
加
工
や

講
習
会
等
に
使
用
出
来
る
よ
う
に
改

正
す
る
。  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

使
用
料
　

　「
使
用
料
」を「
利
用
料
」と
す
る
理

由
は
。一
般
の
方
の
使
用
は
何
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
町
が
料
金
を
徴
収
す
る

場
合
は
「
使
用
料
」
で
、
指
定
管
理

者
が
料
金
を
徴
収
す
る
場
合
は
「
利

用
料
」
で
あ
る
。
薬
草
部
会
に
貸
す

予
定
で
あ
る
。
一
般
の
方
が
農
林
産

物
を
加
工
す
る
場
合
は
薬
草
部
会
に

相
談
す
る
事
に
な
る
。

【
議
案
第
５
号
】 

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

　
分
担
金
の
事
業
項
目
を
次
の
３
点

追
加
す
る
。①
団
体
営
土
地
改
良
事

業
で
生
産
基
盤
整
備
の
農
用
地
の
保

全
に
お
い
て
、
財
源
は
国
55
％
、
県

25
％
、
町
15
％
、
受
益
者
５
％
。②
小

規
模
た
め
池
防
災
対
策
特
別
事
業

で
、
保
全
型
の
財
源
は
県
55
％
、
町

40
％
、受
益
者
５
％
。防
災
型
の
財
源

は
県
50
％
、
町
50
％
、
受
益
者
０
％

（※

設
計
費
は
受
益
者
負
担
）。③
県

単
事
業
の
農
地
維
持
管
理
省
力
化
事

業
で
、財
源
は
県
50
％
、町
50
％
、受

益
者
０
％
。と
改
正
す
る
も
の
。  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

受
益
者
負
担

　
小
規
模
た
め
池
防
災
対
策
特
別
事

業
で
、
受
益
者
が
い
な
い
場
合
ど
こ

か
ら
受
益
者
負
担
を
も
ら
う
の
か
。

【
執
行
部
】
防
災
型
に
つ
い
て
は
、

地
元
自
治
会
関
係
者
で
協
議
会
を
作

り
、
町
・
県
と
と
も
に
費
用
負
担
を

協
議
す
る
。

【
議
案
第
８
号
】 

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　「
一
般
社
団
法
人
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ま
ん
の
う
」
に
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
、
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

法
人
役
員

　
県
外
の
販
売
を
主
に「
幸
南
食
糧
」

に
手
掛
け
て
も
ら
う
の
で
あ
れ
ば
、

理
事
あ
る
い
は
社
員
に
入
っ
て
も
ら

え
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
。

【
執
行
部
】
法
人
が
立
ち
上
が
っ
た

事
を
報
告
し
、
声
掛
け
し
て
い
る
。

【
委
員
】 

審
議
会

　
指
定
管
理
者
の
指
定
審
議
会
で

は
、ど
の
よ
う
な
質
問
、意
見
が
あ
っ

た
か
。

【
執
行
部
】販
売
に
つ
い
て
は
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
と
違
い
認
知
度
が
低
い
。

あ
る
程
度
客
層
を
絞
っ
て
は
ど
う

か
。
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

【
委
員
】 

振
興
協
議
会

　
町
あ
げ
て
数
年
前
か
ら
、
特
産
品

【
議
案
第
９
号
】 

琴
南
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　「
一
般
社
団
法
人
こ
と
な
ミ
ラ
イ
」

に
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
、指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

目
的

　「
こ
と
な
ミ
ラ
イ
」
は
純
粋
に
公

益
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

【
執
行
部
】琴
南
地
域
住
民
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
木
工
関
係
者

へ
の
施
設
貸
借
、自
然
史
博
物
館
等
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を

行
っ
て
い
く
。「
こ
と
な
ミ
ラ
イ
」
が

自
主
運
営
と
し
て
今
後
も
何
が
で

き
る
か
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

【
議
案
第
14
号
】 

令
和
２
年
度
下
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
案
）（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
を
２
５
３
万
９
千
円

減
額
し
、
総
額
を
２
億
２
０
１
９
万

８
千
円
と
す
る
。
主
に
事
業
確
定
に

よ
る
補
正
で
あ
る
。

【
議
案
第
19
号
】 

令
和
３
年
度
下
水
道
特
別
会
計

予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
総
額
２
億
４
５
０
万
円

と
し
た
。
対
前
年
度
比
８
％
減
で
あ

る
。

【
議
案
第
20
号
】 

令
和
３
年
度
農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
総
額
３
０
９
０
万
円
と

し
た
。対
前
年
度
比
１
％
減
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

開
発
と
し
て
進
め
て
き
た
。
今
回
の

指
定
管
理
者
導
入
も
含
め
、
先
に
ひ

ま
わ
り
振
興
協
議
会
で
協
議
す
べ
き

で
あ
っ
た
の
で
は
。

（※

関
連
記
事
↓
12
頁
）

討

　

 

論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
町
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。新
年
度

予
算
案
に
は
そ
の
姿
勢
が
な
い
。

医
療
従
事
者
や
施
設
の
職
員
に
、

安
心
と
安
全
の
た
め
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
べ
き
。従
っ
て
、反

対
す
る
。

【
賛
成
】
常
包

　恵
議
員

　

　
国
の
交
付
金
説
明
が
２
月
に

入
っ
て
か
ら
で
当
初
予
算
に
間
に

合
わ
ず
、
事
業
を
４
月
臨
時
議
会

で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。議
会
も
、
３
月
中
に
意
見
、
提

案
を
す
る
予
定
だ
。提
案
さ
れ
て

い
る
予
算
案
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
有
利
な
借
金
制
度
も
活
用

し
、
様
々
な
分
野
で
私
た
ち
の
生

活
向
上
に
向
け
て
工
夫
さ
れ
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
。　
よ
っ
て
賛

成
す
る
。

【
委
員
】 

町
営
住
宅

　現
状
と
空
き
状
況
は
。

【
執
行
部
】
全
部
で
66
室
あ
り
、
ほ

ぼ
満
室
状
態
で
あ
る
。
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
維
持
費
が
増
え

て
い
る
。

《
教
育
民
生
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

町
民
文
化
ホ
ー
ル

　
設
計
だ
け
で
２
千
万
円
の
吊
り
天

井
撤
去
等
大
規
模
改
修
は
コ
ロ
ナ
禍

の
今
、
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。

【
執
行
部
】
吊
り
天
井
は
、
耐
震
構

造
の
面
か
ら
撤
去
す
る
よ
う
指
導
さ

れ
て
い
る
。

【
委
員
】 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

　
時
間
外
・
通
勤
手
当
は
支
給
さ
れ

て
い
る
か
。

【
執
行
部
】
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
か
ら
支
給

し
て
い
る
。

【
委
員
】 

満
濃
南
こ
ど
も
園

　
工
事
費
10
億
円
余
り
の
内
訳
は
。

【
執
行
部
】
建
築
関
連
が
約
８
億
円
、

設
備
関
連
が
約
２
億
円
。
造
成
等
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
末
ま
で
に
完
了

す
る
。

《
総
務
委
員
会
関
係
》

【
委
員
】 

町
債

　
有
利
な
資
金
調
達
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
概
要
説
明
を
。

【
執
行
部
】
事
業
費
の
全
額
を
町
債

で
ま
か
な
っ
た
り
、
元
利
償
還
金
の

10
割
か
ら
７
割
が
地
方
交
付
税
で
補

填
さ
れ
る
等
、
有
利
な
臨
時
財
政
特

例
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し

て
い
る
。

【
委
員
】 

監
査
事
務
局

　
監
査
補
助
員
を
１
名
採
用
す
る

が
、
独
立
し
た
監
査
事
務
局
を
作
る

考
え
は
。

【
執
行
部
】
正
規
職
員
の
配
置
は
難

し
い
が
、
経
験
者
枠
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

【
委
員
】 

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
、
役
割
等

を
も
っ
と
住
民
に
周
知
す
べ
き
。

【
執
行
部
】
琴
平
町
と
の
仲
多
度
地

区
部
会
で
協
議
し
て
い
く
。

【
委
員
】 

防
災
負
担
金

　
防
災
対
策
費
で
、
そ
の
他
負
担
金

が
新
た
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

【
執
行
部
】
９
月
に
予
定
し
て
い
る

県
と
の
合
同
総
合
防
災
訓
練
の
負
担

金
で
あ
る
。
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完成が待たれる（高篠放課後児童クラブ）

集団接種会場（上）とワクチンを保管した冷凍庫（右）

自転車は安全第一

自
転
車
保
険

加
入
促
進
の

　

 

保
護
者
へ
の
啓
発
は

障
が
い
者
雇
用

障
が
い
者
雇
用
の
対
応
は

【
委
員
】
広
報
紙
の
配
布
は
現

在
、
業
者
委
託
し
て
全
戸
に
配

布
し
て
い
る
が
、
希
望
し
た
自

治
会
を
業
者
委
託
か
ら
外
し
て

自
治
会
で
配
る
事
は
で
き
な
い

か
。

【
企
画
政
策
課
長
】
現
在
、
公

民
館
な
ど
公
共
施
設
単
位
で
の

配
布
は
し
て
い
る
が
、
各
家
庭

に
つ
い
て
は
、
業
者
委
託
し
て

い
る
関
係
で
特
定
の
地
域
の
み

個
別
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
連
合
自

治
会
に
も
意
見
を
伝
え
る
。

【
委
員
】
川
奥
そ
ば
う
ち
道
場

の
参
加
者
で
町
内
、
町
外
の
割

合
は
ど
う
か
。
ま
た
、
実
施
会

場
は
旧
琴
南
中
学
校
へ
移
転
す

る
の
か
。

【
琴
南
支
所
長
】
参
加
者
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
他
、
町
外
で

は
高
松
市
、
丸
亀
市
、
坂
出
市

▲

Report 　自転車保険　障がい者雇用　広報紙　川奥そばうち道場　

広
報
紙

自
治
会
が
独
自
配
布
を

希
望
し
た
場
合
は

川
奥
そ
ば
う
ち
道
場

旧
琴
南
中
学
校
へ

　
　
　移
転
す
る
の
か

総
務
常
任
委
員
会 

報
告

【
委
員
】町
に
お
け
る
障
が
い
者

雇
用
率
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

正
規
職
員
採
用
の
障
が
い

者
枠
は
。

【
総
務
課
長
】
障
が
い
者
雇

用
率
は
、
２
・
47
％
で
法
定

雇
用
率
2.5
％
に
０
・
03
％

達
し
て
い
な
い
が
、
現
時
点

で
は
雇
用
が
１
名
増
え
た

た
め
、
次
回
の
公
表
率
で
は

変
わ
っ
て
く
る
。会
計
年
度

職
員
の
障
が
い
者
雇
用
枠

で
採
用
し
て
い
る
。正
規
職

員
の
障
が
い
者
枠
に
つ
い

て
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

様
々
な
条
件
を
考
え
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

【
委
員
】
各
小
学
校
で
自
転
車

教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
そ
の

際
、
自
転
車
保
険
の
必
要
性

を
説
明
し
て
い
る
か
、
町
は
、

自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
啓
発
は
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研

修
会
な
ど
親
子
行
事
の
場
で
自

転
車
事
故
の
重
大
性
を
知
っ
て

真剣にそばづくり体験

も
ら
い
保
険
加
入
の
必
要
性
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
委
員
】
自
転
車
通
学
助
成
金

の
申
請
条
件
に
、
保
険
加
入
の

項
目
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
教
育
委
員
会
等

と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

の
方
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
実
施
会
場
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
川
奥
集
会
場
を

主
会
場
と
し
て
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
に
と
っ
て

　
　
　良
い
環
境
を

Report 　放課後児童クラブ　資源ゴミ　妊産婦支援　ひまわりオイル　成人式　新型コロナワクチン接種

▲

資
源
ゴ
ミ

財
源
の
確
保

ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル

子
ど
も
た
ち
に
好
評

【
委
員
】
民
間
委
託
を
考
え
て

い
る
と
の
報
告
だ
が
、
委
託
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
採
用
し

て
い
る
支
援
員
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
整
備
の
め
ど
は

【
委
員
】
外
国
人
の
方
の
接
種
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
医
療
従
事

者
の
先
行
接
種
か
ら
始
ま
り
高

成
人
式

新
し
い
工
夫
を

　凝
ら
し
て
祝
う

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

報
告

【
委
員
】 

資
源
ゴ
ミ
の
収
支
が

対
前
年
度
比
で
極
端
に
減
少
し

て
い
る
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
収
集
量
の

減
少
と
引
き
取
り
価
格
の
値
下

が
り
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
は

給
食
で
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て

い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
各
学
校
で

給
食
に
使
っ
て
い
る
。
仲
南
小
学

校
で
は
、
４
年
生
が
総
合

学
習
で
種
ま
き
・
栽
培
・

収
穫
・
オ
イ
ル
の
精
製
ま

で
を
体
験
し
て
い
る
。
そ

の
オ
イ
ル
を
１
月
28
日
に

は
、
給
食
の
打
ち
込
み
う

ど
ん
に
か
け
て
食
し
た
。

【
委
員
】
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

さ
れ
た
本
年
は
、中
讃
ケ
ー

ブ
ル
の
ラ
イ
ブ
中
継
が
さ

れ
、
録
画
も
で
き
る
な
ど

非
常
に
反
響
が
良
い
。
今

後
も
継
続
し
て
い
く
の
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】 
令
和

３
年
度
も
継
続
す
る
た
め

当
初
予
算
に
お
い
て
予
算

要
求
を
し
て
い
る
。

妊
産
婦
支
援

産
後
ケ
ア
事
業

【
委
員
】
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
順
調
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
早
急
に
支

援
が
必
要
と
判
断
し
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
を
７
日
間
実
施

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

◆
２
月
16
日
　
高
篠
公
民
館
・

高
篠
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
・
火
葬
場
の
工
事
現
場
の
現

地
調
査
お
よ
び
祓
川
児
童
館
の

建
物
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

現
場
視
察

【
学
校
教
育
課
長
】 

１
番
の
メ

リ
ッ
ト
は
支
援
員
の
人
員
確
保

と
考
え
て
い
る
。
採
用
し
て
い

る
支
援
員
が
希
望
す
れ
ば
優
先

的
に
雇
用
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
た
上
で
契
約
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、

高
齢
者
施
設
の
従
事
者
、
一
般

の
人
へ
と
続
い
て
い
く
。
外
国

人
の
方
も
、
ど
の
時
期
に
対
象

と
な
る
か
示
さ
れ
て
い
く
と
思

う
が
、
今
の
時
点
で
は
わ
か
ら

な
い
。
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町議会は、どなたでも傍聴できます。
会議日程は、ホームページ、
告知放送でお知らせしています。

一般質問は、議員の思いや考え、
熱意が聞けます。

町議会へ行ってみよう！

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
6月に開催予定
です。

議会の傍聴席（後
方）

議員が町の考えを問う
３月定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。議員情報等は、まんのう町ホームページ
（議会情報 https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/）に掲載していますので、ご覧ください。

議会情報ホームページ
QRコード

議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

松下　一美

竹林　昌秀

川西米希子 

鈴木　崇容
　
京兼　愛子
 
田岡　秀俊　

合田　正夫

小山　直樹

白川　正樹

常包　　恵

P14

Ｐ14

Ｐ15 

Ｐ15

　
Ｐ16
 
Ｐ16 

Ｐ17

Ｐ17

Ｐ18 

Ｐ18 

 

未来の農業を考える

広くなった長炭こども園南の町道

・　新型コロナウィルスワクチン接種　

・　過疎自立促進法の改正に、どう対処するのか
・　国交省の「流域治水」の新方針に、どう対応するのか
・　農水省の百の概算要求予算の何を導入するのか　

・　「2050年ゼロ  カーボンシティ  まんのう」宣言を
・　災害対応力を強化「気象防災アドバイザーの採用」を　

・　ものづくりセンター（新会社設立）の今後の事業計画は
・　公共施設内のインターネット整備提供の拡充を
・　ワクチン接種　

・　コロナ禍での避難場所に　　

・　コロナ禍をふまえた新年度施策の考えは　

・　ヒマワリ六次産業
・　有害烏獣　

・　コロナ対策と生活支援策
・　行政のデジタル化の問題点とマイナンバーカード
・　鳥インフルエンザの現状と対策を問う　

・　綾子踊り
・　満濃池ー周遊歩道　

・　町民から信頼される町役場を
・　満濃池名勝指定のその後は

【
委
員
】
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
町
単

独
の
中
小
企
業
等
持
続
化
応
援

給
付
金
１
億
１
２
０
０
万
円
は

ど
う
い
う
業
種
に
給
付
さ
れ
た

の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
個
人
が
１
９

７
件
、法
人
が
１
４
３
件
で
、個

人
は
農
業
者
、
理
容
業
な
ど
が

多
い
。直
接
影
響
を
受
け
て
い

る
も
の
や
２
次
、
３
次
と
影
響

持
続
化
給
付
金

で
き
る
か
ぎ
り
の
支
援
を

【
委
員
】
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
一
般
社
団
法
人
「
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
ま
ん
の
う
」
の
経
営
計
画

で
は
、生
産
者
に
配
慮
し
、種
の

買
い
取
り
価
格
を
段
階
的
に
引

き
上
げ
、
町
か
ら
の
指
定
管
理

料（
初
年
度
１
５
０
０
万
円
）は

年
々
下
げ
る
計
画
で
あ
る
。か

な
り
オ
イ
ル
等
の
売
り
上
げ
を

伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ど
う
い
う
戦
略
を
考
え
て

い
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
製
造
を
主
と

し
た
会
社
で
あ
る
が
、
県
内
の

販
売
は
「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ま
ん

の
う
」が
行
い
、
県
外
は
幸
南
食

糧
に
お
願
い
す
る
。カ
タ
ロ
グ

販
売
で
ま
ん
の
う
米
と
ひ
ま
わ

り
オ
イ
ル
を
セ
ッ
ト
に
し
全
国

展
開
を
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、

ひ
ま
わ
り
関
係
新
商
品
の
開
発

を
計
画
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ま
ん
の
う
」

ひ
ま
わ
り
六
次
産
業
化

　
　
　
　は
大
丈
夫
か

【
委
員
】
タ
ヌ
キ
に
よ
る
農
作

物
被
害
は
。捕
獲
補
助
金
が
出

る
よ
う
に
県
と
交
渉
す
べ
き

で
は
。

【
農
林
課
長
】
イ
ノ
シ
シ
以
外
、

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に

よ
る
被
害
報
告
は
あ
る
が
、
タ

ヌ
キ
に
よ
る
も
の
は
現
在
わ
が

町
で
は
な
い
。捕
獲
補
助
金
に

つ
い
て
は
県
と
協
議
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

タ
ヌ
キ
は
有
害
鳥
獣
か

【
委
員
】
農
業
委
員
の
公
募
で
、

個
人
の
応
募
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
農
林
課
長
】
個
人
の
応
募
は

な
く
、
全
て
団
体
（
自
治
会
な

ど
）
か
ら
の
推
薦
で
あ
る
。

【
委
員
】
19
名
の
委
員
の
う
ち

認
定
農
業
者
が
８
名
だ
が
。

農
業
委
員
会

今
年
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で

更
な
る
活
躍
を
期
待

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

報
告

現
場
視
察

◆
１
月
29
日
　
テ
ー
マ
「
農
地

の
現
状
と
課
題
及
び
農
地
流
動

化
に
つ
い
て
」

香
川
県
農
業
会
議
事
務
局
長
を

お
招
き
し
、
農
地
の
有
効
利
用

対
策
の
推
進
、
本
県
の
農
地
利

用
対
策
の
方
向
と
農
業
委
員
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
勉
強
会

を
行
っ
た
。

委
員
会
研
修

Report 　農業委員会　有害鳥獣対策　持続化給付金　一般社団法人「サンフラワーまんのう」　

▲

を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
わ
た
っ
て
い

る
。

【
農
林
課
長
】
認
定
農
業
者
過

半
が
原
則
だ
が
、
条
件
を
満
た

せ
ば
、
議
会
の
同
意
に
よ
り
組

織
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

◆
２
月
15
日
　
完
了
し
た
町
道

片
岡
西
線
改
良
工
事
現
場
（
長

炭
こ
ど
も
園
南
町
道
）
と
３
月

末
完
成
予
定
の
琴
南
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー（
旧
琴
南
中
学
校
）

整
備
事
業
の
工
事
現
場
を
視
察

し
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。

か
と
か
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接種会場のかりん健康センター

新時代にかかせない！！ 事例収集と現地訪問から

激減緩和策の対象

法改正でどうなる法改正でどうなる

竹林　過疎の「自立促進法」はどう変わる。
町長　「持続発展法」となり、10年間は地域指定が続
く。
竹林　公共インフラの仕上げと、温泉や道の駅施設
のニューリアルをどうする。
町長　先行きを見て、計画に盛り込む。
竹林　水路網の改修が要る。
町長　土地改良区に持ちかける。
竹林　工業用地と宅地供給せねばならぬ。
町長　土地開発公社の協議にする。
竹林　少人数教育をどうする。
教育長　今の出生で複式学級の懸念は無い。小学校
は基礎基本を対面で徹底し、中学は切磋琢磨で、人間
形成する。35人学級できめ細かくやれる。

松下　2月末で感染者が43万人、死亡者が7800人を
超え、一日も早い接種が望まれる。医療関係者の後、
65歳以上の方3600万人余りに接種予定だが、68％
の方が不安を持っているようだ。町として、どのように
周知・説明するのか。
町長　広報まんのうで知らせるが、随時の調整事項
は行政告知放送やホームページで周知する。
松下　大勢が短期間に2回接種という前例のない
業務で混乱も予想される。健康増進課だけでなく
全課で対応すべきでは。
町長　接種業務は、健康増進課を主軸として対策
本部の下に全庁的に対応している。特に、予診票等
の確認は専門職が当たるよう調整していく。
松下　車に乗れない人、車いすの方などの利便性を
確保してほしい。琴南診療所、仲南支所など旧町に
最低1カ所は接種会場を設置すべきと考える。
町長　かりん健康センターは、バリアフリーで体の
不自由な方にも対応できる。仮に、接種券を忘れても
再発行が可能で来場者に帰ってもらわなくてもよい。
また、町にワクチンが
いつ、どのくらい届く
のか明らかでない状況
のため接種会場は 1カ
所とし、医療機関での
接種へと調整している。

持続発展法

問
答

安
心
安
全
な
町
を

次
の
世
代
へ

 すずき    たかひろ

鈴木 崇容 議員

新型コロナワクチン接種

かりん健康センターから医療機関へ

接種会場、3カ所は必要接種会場、3カ所は必要問
答

過
疎
法
の
　

　
　駆
使
だ

かわにし    まきこ

川西米希子 議員

たけばやし  まさひで

竹林 昌秀 議員

川西　近年、地球温暖化が要因で大型台風や豪雨が
頻発し、全国各地で深刻な被害が出ている。地球温
暖化防止のためには、二酸化炭素の排出量を実質ゼ
ロにする脱炭素社会の実現が求められている。
本町においても二酸化炭素実質ゼロを目指し「ゼロ
カーボンシティ宣言」を行うことを提案する。
町長　既に香川県が宣言をしている。全国的な流れを
踏まえて、本町においても、手続き等について調査研究
していきたい。

人
件
費
の

内
訳
の
説
明
を

まつした    かずみ

松下 一美 議員

待
た
れ
る
安
全
な

  

国
産
ワ
ク
チ
ン

農業者へ還元できるよう推進をする

経営計画が非現実的かつ無策経営計画が非現実的かつ無策

新会社サンフラワーまんのう

問
答

手続き等について
調査研究していきたい

「ゼロカーボンシティまんのう宣言」を「ゼロカーボンシティまんのう宣言」を
地球温暖化の防止（災害対策）

問
答

川西　自然災害が頻発・激甚化しているため、気象専
門家の役割は更に重要になっている。気象防災アドバ
イザーは、即戦力として町の防災力の向上に繋がる。
雇用を考えてはどうか。
町長　高松気象台を通じて制度の紹介をいただいた。
雇用の形態により、平時から災害時の対応まで様々な
活動がある。今後の状況を見ながら検討していきたい。

現在は雇用の予定はない
今後の状況を見ながら検討していきたい

気象防災アドバイザーの雇用を気象防災アドバイザーの雇用を
町の災害対応力を強化

問
答

鈴木　公共施設のインターネット環境では、制限があ
り、オンライン配信に耐えられない。最大に利用する時
は、不便になるが。
町長　各公民館等の施設に
は、その環境がないため、今
後の情勢や事業形態の変化
に合わせて、他の施設でもオ
ンライン化していく必要があ
る。順次整備していきたい。

順次整備していく考え

多極分散ネットワーク型の
　　　　　　 まんのうに整備を
多極分散ネットワーク型の
　　　　　　 まんのうに整備を

公共施設のインターネット整備

問
答

鈴木　ひまわり事業は、百十四
銀行との連携事業が終わっても
何の報告もない。グリーンパー
クまんのうに至っては相談もな
く撤退させ、資産の譲渡問題も
終わっておらず、余りにも酷い。『新会社』の指定管理
料は1500万円住民の税金を使う。大半が人件費で
1310万円である。経営計画書、事業計画書も生産者
の事も本気で考えていない。生産者がいなくなれば、
この事業は本末転倒。
町長　現在、百十四銀行とは連携事業は行っていない。
事業については一定の効果があった。グリーンパーク
まんのうとは、２団体経営で経費が嵩み、うまく連携が
取れずこの様な形になった。生産者や経営計画を今以
上に深く考えたい。
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きょうかね    あいこ

京兼 愛子 議員

  たおか    ひでとし

田岡 秀俊 議員

地域活性化につながる
「まんのう町モデル」を創りたい

コロナ禍をふまえた
　　新年度施策の考えは
コロナ禍をふまえた
　　新年度施策の考えは

田岡　令和2年度のコロナ禍による一年間をふまえ、
新年度の新規施策、計画、予算も当然コロナ禍を意識
しての編成だと思われる。どういった見通し、考えで、
どのような一年後を迎えるのか。まず、昨年度の検証は。
町長　各種行事の中止、延期、計画変更など、昨年度コ
ロナ禍の影響をうけなかったものは、ほとんどない。
田岡　今年度の見通しと新たな施策は。
町長　住民税、固定資産税などで約1億1千万円の減収
見込みである。約9千万円でワクチン接種を行い、コロ
ナ禍の収束を願っている。
教育長　GIGAスクール構想を実施していく。また、こ
ども園・小学校のトイレの手洗い蛇口を自動水栓に交
換する予定である。修学旅行、成人式等についても昨年
度同様、十分な対策のうえで実施したい。
田岡　国、県に要望、要請すべき事は。
町長　財政援助、確実迅速な情報提供、人員・人材な
どを要請していく。
田岡　全国から注目されるようなコロナ禍における
「まんのう町モデル」を創造すべきでは。
町長　昨年度も各
種支援策など行っ
てきたが、約1億8
千万円の臨時交付
金の活用について
は創意工夫し「ま
んのう町」ならで
はの事業ができれ
ばと考えている。

コロナ禍での施策

問
答

空き家

避難想定人数に対しても
十分な収容人数を確保している

コロナ禍での避難場所にコロナ禍での避難場所に問
答
京兼　人口減少・高齢化により、一人暮らしの高齢者
世帯の増加そして、空き家問題が浮上している。また、
新型コロナウイルス感染症予防で指定緊急避難場所
も3密を回避するために分散化の必要がある。高齢者
にとっては、指定緊急避難場所に避難することは、至
難の業である。コロナ禍での避難場所として、「歩いて
でも行ける地区内の安全な空き家を」と考える。日頃
は、絆を深める憩いの場となる空き家の利活用を提案
する。
町長　指定緊急避難場所へ避難する猶予のない災害
が発生した時や予期せぬ事態等で逃げ遅れた場合に
は、安全な空き家を一時的な避難場所として活用する
ことは、一つの手段として有効である。町としては、避
難場所想定人数に対しても十分な収容人数を確保し、
コロナ禍の対応としても間仕切りテント等の資機材を
整備している。　　

withコロナの対応を

乾燥した特大ヒマワリ

緊急避難用間仕切りテント

「
ま
ん
の
う
町
モ
デ
ル
」

             

の
創
造
を

地
区
内
の
空
き
家
を

避
難
場
所
に

真
剣
に
考
え
て

対
応
を
願
う

生
活
支
援
と   

　業
者
支
援
を   こやま    なおき

小山 直樹 議員

   ごうだ    まさお

合田 正夫 議員

合田　ものづくりセンターの指定管理について町が
たずさわる理由は、また利益を生産者に還元しない
理由と種子の買取価格の計画をどの様に考えているか。
また、委員会等で審議する必要のある、議会への報告、
ひまわり生産者の事業参加をどうお考えか。
町長　農林産物の加工および生産者の講習や会議を行う
施設であり、効果的、効率的に管理運営をし、町が指定管理
者の指定をし管理運営をする。昨今、商品の販売額が伸び
悩んでいることや種の買取価格が１㎏当たり300円で数年
前から何も変わらず、経費も嵩んでいることから、サンフラ
ワーまんのうを指定管理者として、経費削減し収益を上げ、
種の買取価格を上げる。販売額の増加も期待する。また生
産者の事業参加は、ひま
わり振興協議会へひまわ
り生産者、畜産関係者、
普及センター等が委員で、
サンフラワーまんのうも
委員になる予定。生産者
の意見や販売促進を議
論し振興を図っていく。

1.8億の第 3次臨時交付金で
　　　　生活支援策を検討中

これまでの支援策と
　　今後の支援策を問う
これまでの支援策と
　　今後の支援策を問う

コロナ対策・支援策

問
答

素早い対応が可能になる

指定管理が適正なのか指定管理が適正なのか

ひまわり６次産業

問
答

小山　これまで、国と県が行った生活支援策はどの
ようなものか。町独自の支援策はどのようなものか。
町長　国は1人10万円の特別定額給付金を行った。町
は独自に児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当
を受給している方に１～2万円を支給した。30％の上乗
せのプレミアム商品券を発行し、町内事業者と町民の
生活支援を行った。売り上げが2割以上減少した事業
者に30万円の持続化給付金事業を行う他、奨学金を
受けている学生に5万円を支給、身体障害者手帳・療育
手帳・精神障害者保護福祉手帳を持っている方に2万
円を支給、令和3年4月1日までに生まれた子供に10万
円を、18歳以下の子供に3万円を支給するなどの支援
策を行っている。

合田　タヌキの被害がイノシシに次いで多いが町は
どの様に考えているか、またイノシシは現在どの位
捕獲されているか。
町長　イノシシは12月末で600頭捕獲、町内350頭、
町外250頭で一定数以上捕獲者は奨励金を支給。
タヌキは県と協議し駆除実施をしたい。

今年は捕獲数が多い

有害鳥獣の捕獲駆除は有害鳥獣の捕獲駆除は
有害鳥獣

問
答

小山　カードの普及が進まないのは、情報漏洩や不正
利用を心配している方が多いことが原因。情報漏洩は
後を絶たない。先ずはその懸念を解決すること。保険
証や免許証、銀行口座や国家資格まで個人情報を一体
化すれば一層リスクを抱えることになる。
町長　マイナンバーカードの1月末での交付率は
19.6％。県は24.13％、国は25.34％。行政のデジタル
化への懸念は、人材の確保と育成、体制の確保が課題。
軌道に乗るまでの業務量の増加が考えられる。

マイナンバーカードの普及率の向上に
努めている

デジタル化で
懸念していることはあるか
デジタル化で
懸念していることはあるか

マイナンバーカード

問
答
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あ 

と 

が 

き

かりん亭内の「物産館」

しらかわ　 まさき

白川 正樹 議員

白川　ため池では全国初の名勝となった。遊歩道が
出来れば色々な方が訪れるだろうと思う。工事竣工
の予定はいつごろか。又一周コース完成記念事業の
考えはあるか。
町長　遊歩道が完成すれば、一周約9㎞となる。工事の
竣工は、令和3年末頃
を予定している。一周
コースから満濃池を
鑑賞し、価値を体感で
きるようなイベント等
を文化財保護協会や
ボランティア団体など
と連携し検討したい。

つねかね　 めぐみ

常包  恵 議員

名
勝
満
濃
池

周
辺
施
設
の

   

有
効
活
用
を

ユ
ネ
ス
コ
登
録
で

新
た
な
支
援
を

2 か年で保存活用計画を策定中

指定後の活用施策が見えない指定後の活用施策が見えない

長年の功績がみとめられ三人表彰長年の功績がみとめられ三人表彰

満濃池

問
答

工事の竣工は令和 3年末頃を予定

完成予定日は完成予定日は

満濃池一周遊歩道

問
答

白川　国は「綾子踊」が所属している「風流踊」が本年
度の国連教育科学文化機関（ユネスコ）への提案候補
として選定し、2022年の11月頃に登録の可否が審査
されると発表した。登録できれば「綾子踊会館」建設の
考えはないか。また、記念事業の計画はあるか。
町長　ユネスコ登録になれば、「綾子踊」の普及や積極
的な情報発信に努めたい。施設の整備などは「佐文綾
子踊保存会」と相談して検討したい。記念事業としては、
町単独の行事では、祝賀式典や記念公開が考えられる。
「滝宮念仏踊」も提案に含まれており、県にも働きかけ、
合同での企画展や記念公演なども考えられる。実施方
法については今後関係機関と協議を進めたい。

保存会と相談して検討したい

ユネスコに登録できれば、
会館の建設を
ユネスコに登録できれば、
会館の建設を

綾子踊会館

問
答

情報収集と発信に努める

町長の姿勢と職員力が鍵町長の姿勢と職員力が鍵
信頼される町役場

問
答
常包　町民との信頼関係を強くするために、町長のリー
ダシップとその思いを直接伝えることが大切だ。広報、
オフトーク等の活用とホームページは町民が町長に送
信できる仕組みを。組織活性化のために、新規採用、
定期的な人事異動で職場の新陳代謝を。不祥事防止
の面からも長期在職者をなくすように。
町長　非常時における判断が住民の安全、安心な環境
を左右する。住民に対して情報や決定した事項を具体的
な言葉で発信することが大切、他市町を参考に検討する。
　新年度で経験者を含め7名採用する。人事異動は概
ね4年以上を対象とし、特に若手は3年を基準としている。

常包　名勝指定から約1年半、これまでも、そして新年
度予算にも活用施策が見えない。3年後の空海生誕
1250年など節目を活用しては。かりん亭内の「物産
館」は、修繕後も利用されず空き家状態。観光客との関
係からも、早急に有効利用を。
町長　今年度、来年度で保存活用計画を策定中だ。善
通寺市、各種団体
と連携して企画し
ていきたい。
　物産館は活用
計画の中で方針を
示し検討するが、
当面はかりん亭で
利用していく。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　

 

鈴
木

　崇
容

副
委
員
長
　

 

常
包

　
　恵

委
員
　
　
　

 

白
川

　皆
男

委
員
　
　
　

 

田
岡

　秀
俊

委
員
　
　
　

 

京
兼

　愛
子

委
員
　
　
　

 

小
山

　直
樹

      

　
　編
集
委
員
　田  

岡  

秀  

俊

　
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
一
般
会
計
、

特
別
会
計
合
わ
せ
て
１
７
２
億
円
余
り

の
令
和
３
年
度
ま
ん
の
う
町
当
初
予
算

が
議
会
審
議
を
経
て
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
住
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
１
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
よ
り
与
え
ら
れ
た
我
々

議
員
の
任
期
も
あ
と
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
一
度
、初
心
に
帰
り
、ま
ん
の
う

町
民
の
た
め
の
活
動
が
出
来
て
い
る
か

振
り
返
る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
み
な
さ
ま
と

顔
を
合
わ
す
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
が

絆
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
の
度
名
誉
あ
る

表
彰
を
受
け
ら
れ
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
の
ご
功
績
が
広
く
認
め

ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
大
変
喜

ば
し
く
存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ご
自
愛
の
上 

益
々
の
ご
健
勝
と
更
な
る

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り

致
し
て
お
り
ま
す
。 

　  

　議
会
議
長  

大  

西

　
　樹

待たれる一周コース
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議
会
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よ
り

令
和
３
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日
発
行

今回の定例会

今日も仲良く作品づくり

うまいこといっきょる！

見て見て！できたよ！

公民館運営って大変

五穀豊穣を願って！

　
昨
年
１
月
か
ら
お
勤
め
の
、

小
亀
正
邦
館
長
に
お
聞
き
し
ま

し
た
。 

子
ど
も
た
ち
を
公
民
館
に

引
っ
張
り
出
し
た
い
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
館
行
事
が
ほ
と

ん
ど
中
止
と
な
り
、陶
芸
、ピ
ア

ノ
、手
芸
な
ど
12
同
好
会
の
活

動
の
場
と
健
康
器
具
の
利
用
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。悩
み
は
、

町
内
の
中
で
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
域
だ
が
、若
い
人
や
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
少
な
い
こ

と
だ
。「
ふ
る
さ
と
探
検
」の
よ
う

な
も
の
は
？
学
校
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
何
と
か
家
か
ら

引
っ
張
り
出
し
た
い
、と
地
域
で

の
子
育
て
を
思
案
中
。 

今
日
は
弁
当
持
参
で

ま
る
一
日
陶
芸
で
す
　

　
30
年
余
り
の
歴
史
を
誇
る
陶

芸
同
好
会
、
お
皿
、
置
物
な
ど

を
自
由
に
作
成
。「
今
日
は
家

の
こ
と
忘
れ
て
一
日
中
、
陶
芸

で
す
」
と
童
心
に
帰
っ
た
よ
う

な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
平
成
27
年
か
ら
館
長
を
さ
れ

て
い
る
大
北
る
り
子
さ
ん
に
お

聞
き
ま
し
た
。 

　

多
彩
な
利
用
者
　

　
年
間
５
，０
０
０
人
程
が
六
つ

の
団
体
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
川
山
や
笠
形
山
の
登

山
者
な
ど
が
立
ち
寄
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
月
２
回
に
開

催
さ
れ
る
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

議会からこんにちは　No.30

町内の公民館を紹介します。

長
炭
公
民
館

琴
南
公
民
館

地域の拠り所

室
」
は
館
長
自
身
も
参
加
す
る

ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
も

安
全
・
安
心
の
場
　

　
換
気
や
消
毒
作
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
使
用
後
の
ス
リ
ッ
パ

も
消
毒
す
る
な
ど
感
染
対
策
は

徹
底
さ
れ
、
利
用
者
へ
の
気
遣

い
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
大
北
館
長
は
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
た
い

と
熱
い
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
が
め   

ま
さ
く
に

まんテンちゃん

※

休
館
日
／
毎
週
月
曜
・
祝
日

※

休
館
日
／
毎
週
月
曜
・
祝
日
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